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第１１回「２１世紀のエネルギーを考えるシンポジウム」の開催について

記者各位

当社（社長：西尾　進路）は、毎年開催しご好評を戴いております「２１世紀のエネルギーを考えるシンポジウム」について、「環

境問題と自動車燃料の将来を考える～バイオマスエネルギーの可能性～」をテーマとして、下記のとおり開催しますのでお知

らせいたします。

今回は、世界のエネルギー需要が増大するなか、経済発展のために必要不可欠なエネルギー利用とエネルギー消費に起因

する地球温暖化について問題提起し、「産・学・官」の各専門分野から招いたエキスパートによるディスカッションを通じて、自動

車燃料におけるバイオマスエネルギーの可能性と課題について討論していきたいと考えております。

記

（１）開催日時 ： ２００６年１１月７日（火）
 

開場１３時００分、開演１３時３０分、終了１６時００分

（２）会場：日本教育会館　一ツ橋ホール（東京都千代田区一ツ橋２−６−２）

（３）テーマ：「環境問題と自動車燃料の将来を考える～バイオマスエネルギーの可能性～」

（４）出演者：

主催者挨拶 渡 　　文明（当社取締役会長）

パネリスト

（５０音順・敬称略）

上田　建仁（トヨタ自動車株式会社常務役員）

白石　真澄（東洋大学経済学部教授）

十市　勉 （財団法人 日本エネルギー経済研究所 専務理事・首席研究員）

松村　幾敏（当社常務取締役・執行役員研究開発本部長）

望月　晴文（資源エネルギー庁長官）

コーディネーター 今井　義典（ＮＨＫ解説委員）

（５）主催：当社、ＮＨＫエンタープライズ

（６）後援：経済産業省、日本エネルギー経済研究所、ＮＨ

参照： 「２１世紀のエネルギーを考えるシンポジウム」ご案内

以上


